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議題（３）平成３１年度 刈谷市歴史博物館事業計画 

 

予算（歴史博物館費）        112,876 千円  (特定財源 4,503千円） 

               

１ 人件費                    192千円 （特定財源 なし） 

⑴委員等報酬事業            192千円 

  (内容)歴史博物館協議会の開催に伴う委員報酬の支払い 

 

２ 事務管理費             21,732千円 （特定財源 諸収入 3,054千円） 

 ⑴一般事務費事業      16,317千円 （特定財源 諸収入 3,054千円） 

  （内容）歴史博物館の事務管理 

 ⑵収蔵品管理システム事業    470千円  

   （内容）歴史博物館の収蔵品管理システムを管理・運用 

⑶収蔵・展示等管理事業    4,945千円 

    （内容）展示・収蔵品及び設備等のソフトの維持管理 

   

３ 施設管理費  56,243千円（特定財源 財産収入 72千円、諸収入 20千円 計 92千円） 

 ⑴施設管理事業 56,243千円（特定財源 財産収入 72千円、諸収入 20千円 計 92千円） 

  （内容）歴史博物館のハードの維持管理 

   

４ 展覧会等事業費 34,709千円 （特定財源 諸収入 1,357千円） 

 ⑴企画展開催事業 29,522千円 （特定財源 諸収入 570千円） 

  ①初代刈谷藩主・水野勝成展 8,565千円（特定財源 諸収入 570千円） 

   ア 会期  2019年 3月 24日（日）～5月 19日（日） 

   イ 入場料 無料 

   ウ 内容 

     勝成が使用した武具類や関係する古文書等を展示。 

     勝成が発展の礎を築いた広島県福山市との交流イベントやワークショップ、講演

会等を開催。 

   エ 主な展示資料 

     ・伊達政宗書状（当館蔵） 

     ・裏永楽銭紋黒熊毛二枚銅具足（福山市賢忠寺蔵） 

  

②「はこぶ」ものたち展 3,846千円 

   ア 会期  2019年 7月 23日（火）～9月 1日（日） 

   イ 入場料 無料 
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   ウ 内容  

     輸送関連の資料を展示し、江戸時代から現代に至るまでの運搬道具の歴史を紹介。

子供向けワークショップや展示解説等を開催。 

   エ 主な展示資料 

     ・東京市街鉄道馬車萬世橋通行ノ景（当館蔵） 

   

③中条遺跡展 9,370千円 

   ア 会期  2019年 9月 7日（土）～11月 4日（月） 

   イ 入場料 無料 

   ウ 内容 

     縄文時代の土偶や古代の塩づくり、中世の武士や僧侶に関わる土器類を展示。中

条遺跡から出土した土器や陶器に直接触ることができるコーナーを設置し、工作教

室や講演会等を開催。 

   エ 主な展示資料 

     ・天目茶碗（中条遺跡出土、当館蔵） 

     ・中条遺跡出土品と類似する土偶（北秋田市教育委員会蔵） 

 

④豊田佐吉・喜一郎展 6,619千円 

   ア 会期  2019年 12月 14日（土）～2020年 2月 9日（日） 

   イ 入場料 無料 

   ウ 内容 

     豊田佐吉・喜一郎の発明品や特許証、愛用の品などを展示。織物に関するワーク

ショップや講演会等を開催。 

   エ 主な展示資料 

     無停止杼換式豊田自動織機（Ｇ型自動織機）（トヨタ産業技術記念館蔵） 

 

  ⑤２０２０年度以降企画展調査費用 1,122千円 

 

⑵参加・体験型歴史文化教育普及事業 5,187千円（特定財源 諸収入 787千円） 

 （内容）歴史文化体験講座等の教育普及事業の開催 
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「講座・事業・その他」予定 

 

１ 館内イベント 

⑴簡単工作づくり 

⑵映画上映 

⑶体験講座 

⑷甲冑試着体験 

⑸国際博物館の日記念イベント 無料缶バッチづくり 

⑹子ども甲冑づくり体験 

⑺ミュージアムシアター 

⑻文化の日記念イベント 博物館ツアー 

⑼１日学芸員体験 

⑽古文書講座 

⑾常設展ミュージアムトーク 

⑿中学１年生見学 

⒀小学３年生見学 

⒁開館１周年記念 刈谷の祭りＰＲイベント 

⒂定例イベント以外に企画展関連のイベントを随時開催。 

 

２ 館外イベント 

⑴出前講座 

 「刈谷市の文化財」「刈谷の歴史」「刈谷市の埋蔵文化財」をテーマに随時開催。 

⑵博物館ニュース 

 年３～４回発行予定。博物館の旬な情報をわかりやすく伝える。 

 ⑶年報・紀要 

  ２０２０年度に２０１９年度の年報や紀要を発行する予定のために順次準備を進める。 

 

３ 研修等の参加 

  日本博物館協会会議、愛知県博物館協会会議、公開承認施設研修、ミュージアム・マネ

ジメント研修等の参加。 

 

４ 協議会の開催 

  年２回の予定。 

 


